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 目的 

  オゾンは強い酸化力を持つため（酸化還元電位2.07 V）、殺菌、消毒、脱臭とい

った効果が見られる。また、オゾンは残留せず、分解して無害な酸素に戻ること

から、環境に優しい浄化技術として注目されている。しかしながら、医薬品、工

業製品、農薬といった様々な分野で難分解性有機物が使用されており、オゾンの

酸化分解力では不十分なことも多い。 

  そこで本研究では、オゾン処理に光触媒や深紫外線を組み合わせ、オゾンや過

酸化水素（酸化還元電位1.77 V）を分解させることで、より強力な酸化力を持つヒ

ドロキシラジカル（酸化還元電位2.85 V）を効果的に作製する促進酸化法に着目し

た。オゾンを生成させる高電圧電極としてボロンドープダイアモンド電極（BDD

電極）と光触媒としてBDD電極基板上に多孔性酸化チタン薄膜を付加させた試料

（TiO2/BDD）を用いた。BDD電極表面から生成するオゾンの酸化力と光触媒の酸

化力を複合的に組み合わせることで、高速・低コスト・低環境負荷な浄水を達成

することを目指す。 

 

 結果・考察 

 浄水能力としては、実水生環境に悪影響を

及ぼすとされる残留医薬品（スルファメチ

キサゾール（SMX）の分解能から評価した。

作製した BDD電極にオゾンを生成するの

に十分な電流を印加した。また、光源とし

ては光触媒試料（TiO2/BDD）を光励起する

為に深紫外線（222 nm）を照射した。各処

理時間における SMXの濃度変化を高速液

体クロマトグラフィー（HPLC測定）の結

果から算出した。図 1に結果を示すが、電

解と光触媒活性（◆）を併用した際の SMX

の分解は参照として示した電解（▲）や光触媒活性（■）、紫外線照射のみ（●）

と比較し分解が促進していることが分かる。これらの結果から、BDD電極と光触

媒を組み合わせることにより、促進酸化が行われ SMXの分解が進行していると考

えられる。 
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    図 1.SMX分解実験結果 


